
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年１月１日 

最
適
県
産
木
材
供
給
の 

仕
組
み
創
造
の
一
年
に 

理
事
長 

千
葉 

基 

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

昨
年
も
コ
ロ
ナ
禍
で
組
合
活
動
が
か
な
り

制
約
さ
れ
ま
し
た
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
失

礼
ば
か
り
で
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
の
影
響
が
木
材
に
も
及
び
ウ
ッ
ド

シ
ョ
ッ
ク
の
一
年
と
な
り
、
納
材
な
ど
の
日

常
業
務
に
も
支
障
が
出
ま
し
た
。
世
界
的
に

木
材
価
格
が
高
騰
し
、
輸
入
材
入
荷
が
減
少

し
て
、
国
産
材
の
流
通
と
価
格
が
増
大
し
ま

し
た
。
九
州
産
ス
ギ
丸
太
価
格
な
ど
は
大
き

く
上
昇
し
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
事
か
ら
宮
城
県
の
水
産
林
政
部

が
中
心
に
な
り
、
三
回
に
わ
た
る
「
県
産
木

材
の
安
定
供
給
に
関
す
る
意
見
交
換
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
の
「
山
元
か

ら
最
終
消
費
者
へ
シ
ー
ム
レ
ス
に
情
報
共
有

で
き
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
が
必

要
」
と
い
う
意
見
は
正
に
そ
の
通
り
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
の
情
報
共
有
が
難
し
い
事
で
す

が
、
こ
の
会
議
に
は
山
元
、
木
材
加
工
、
合 

板
製
造
、
流
通
、
設
計
、
建
築
（
在
来
、
２ 

×

４
）、
学
識
経
験
者
、
行
政
な
ど
多
様
な 

方
々
が
一
堂
に
会
し
、
真
摯
に
討
議
を
し 

て
い
ま
す
。
こ
の
難
局
を
打
開
し
宮
城
県 

産
材
活
用
の
仕
組
み
を
作
り
上
げ
る
チ
ャ 

ン
ス
に
し
よ
う
と
い
う
情
熱
を
ヒ
シ
ヒ
シ 

と
感
じ
る
会
議
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ご
参
加
の
皆
様
、
関
係
す
る
県
職
員
お 

一
人
お
一
人
に
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。 

業
界
間
相
互
に
情
報
が
共
有
さ
れ
、
効 

率
的
な
県
産
材
の
活
用
が
進
む
状
況
が
で

き
た
と
し
て
も
、「
建
築
」
と
い
う
経
済
行

為
が
中
心
に
あ
る
限
り
、
そ
の
収
益
配
分

は
「
至
難
の
業
」
で
あ
り
、
業
界
間
の
対
立

も
起
こ
り
得
る
で
し
ょ
う
。 

そ
の
対
策
と
し
て
は
Ｃ
Ｎ
（
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）
に
対
応
す
る
環
境
対
策

と
し
て
の
県
産
材
活
用
の
要
素
を
し
っ
か

り
入
れ
る
事
だ
と
思
い
ま
す
。
環
境
税

（
国
・
県
）
を
活
用
し
て
、
現
在
あ
る
制
度

を
拡
充
し
、
県
産
材
利
用
建
築
物
に
対
す

る
助
成
を
し
っ
か
り
行
い
ま
す
。
景
気
が

低
迷
し
て
建
築
着
工
数
が
減
少
す
る
局
面

で
は
助
成
の
増
額
も
必
要
で
し
ょ
う
。 

こ
の
環
境
税
に
よ
る
県
産
材
活
用
推
進

が
、
必
ず
や
安
定
的
な
伐
採
・
造
林
に
つ
な 
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が
り
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
寄
与
す
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。 

 

県
産
材
活
用
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
し
て 

は
、
県
産
ス
ギ
材
の
横
架
材
へ
の
活
用
推
進 

県
産
材
合
板
の
生
産
拡
充
、
２×

４
部
材 

の
生
産
、
乾
燥
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

ま
た
、
県
民
が
喜
ん
で
参
加
す
る
コ
ス
ト 

を
抑
え
た
森
林
管
理
と
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
資

す
る
伐
採
・
造
林
の
仕
組
み
、
カ
ー
ボ
ン
ク

レ
ジ
ッ
ト
の
活
用
、
公
共
建
築
物
へ
の
採
用

促
進
と
入
札
に
お
け
る
利
用
貢
献
ポ
イ
ン

ト
の
導
入
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。 

 
 

こ
れ
ら
の
課
題
を
乗
り
越
え
、
前
途
洋
々 

た
る
宮
城
県
の
林
業
・
木
材
加
工
業
、
建
築 

業
の
輝
か
し
い
未
来
を
心
か
ら
祈
念
し
て
、 

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 

謹

賀

新

年 

－１－ 



育
成
を
目
的
に
、
本
年
四
月
に
「
み
や
ぎ
森
林
・

林
業
未
来
創
造
カ
レ
ッ
ジ
」
が
開
校
さ
れ
ま
す
。 

県
で
は
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
、
若
い
世

代
が
安
心
し
て
就
業
で
き
、
働
き
が
い
が
持
て
る

就
業
環
境
を
、
整
備
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
貴
組
合
の
皆
様
の
お
力
添
え
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

結
び
に
、
未
だ
日
本
経
済
全
体
が
大
変
厳
し
い

状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
宮
城
県
木
材
協
同
組
合

の
益
々
の
御
発
展
と
、
組
合
員
の
皆
様
の
事
業
御

繁
栄
を
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
に
当
た
っ
て
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。 

／
／
／
地
域
か
ら
／
／
／ 

「
気
仙
沼
地
域
に
お
け
る
木
材
利
用
の
取
組
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮
城
県
気
仙
沼
地
方
振
興
事
務
所 

当
管
内
は
、
気
仙
沼
市
及
び
南
三
陸
町
の
一
市

一
町
を
所
管
し
、
森
林
面
積
は
約
三
万
六
千
㏊
で

民
有
林
の
占
め
る
割
合
が
高
く
、
人
工
林
率
は
県

平
均
の
五
十
四
％
を
大
き
く
上
回
る
六
十
三
％
と

な
っ
て
お
り
、
公
有
林
を
中
心
に
森
林
整
備
が
進

ん
だ
地
域
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

南
三
陸
町
の
「
南
三
陸
森
林
管
理
協
議
会
」
は
、

県
内
で
初
め
て
森
林
の
国
際
管
理
基
準
に
基
づ
く

森
林
認
証
（
Ｆ
Ｓ
Ｃ‐

Ｆ
Ｍ
認
証
）
を
取
得
し
、

持
続
可
能
な
林
業
を
目
指
し
て
活
動
を
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
そ
の
内
容
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心
に
繋
が
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
た
森
林
資
源

を
基
盤
と
し
て
、
林
業
・
木
材
産
業
が
活
力
あ
ふ

れ
る
循
環
型
産
業
へ
と
成
長
・
発
展
し
て
い
く
こ

と
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
の
観
点
か
ら
も
重
要
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

本
年
三
月
で
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
十
一
年

年
と
な
り
、
本
年
度
よ
り
新
た
な
県
政
運
営
の
方

針
で
あ
る
「
新
・
宮
城
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
ス

タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。
林
業
・
木
材
産
業
が
、

将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
で
成
長
す
る
産
業
へ
と

発
展
し
て
い
く
よ
う
、
「
み
や
ぎ
森
と
緑
の
県
民

条
例
基
本
計
画
」
に
基
づ
く
施
策
を
着
実
に
推
進

す
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
新
し
い
技
術
の
導

入
に
よ
る
「
ス
マ
ー
ト
林
業
」
や
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
を

活
用
し
た
新
た
な
木
材
需
要
の
創
出
な
ど
の
取
組

を
一
層
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

併
せ
て
、
昨
年
十
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
「
脱

炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
等
の
た
め
の
建
築
物

等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
き
、
基
本
方
針
等
の
対
象
を
こ
れ
ま

で
の
公
共
建
築
物
か
ら
民
間
の
建
築
物
を
含
む
建

築
物
一
般
に
拡
大
し
て
、
建
築
物
の
木
造
・
木
質

化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

更
に
、
今
後
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
を
迎
え

る
中
、
成
長
産
業
化
を
牽
引
す
る
担
い
手
の
確
保
・ 

新

年

の

ご

挨

拶 
 

宮
城
県
水
産
林
政
部 

 

林
業
振
興
課
長 

中 

村 

彰 

宏 

－２－ 

 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

宮
城
県
木
材
協
同
組
合
組
合
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
県
の
森

林
、
林
業
、
木
材
産
業
行
政
の
推
進
に
つ
き
ま
し

て
、
日
ご
ろ
か
ら
格
別
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

近
年
の
世
界
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
と
輸
入
木
材
の
不
足
に
よ
る
木
材
価
格
の
高

騰
、
い
わ
ゆ
る
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
等
の
影
響
に
よ

り
、
県
内
の
林
業
・
木
材
産
業
に
お
い
て
も
大
き

な
影
響
が
生
じ
て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後

と
も
素
材
や
製
材
の
需
給
状
況
や
価
格
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、
県
産
木
材
の
需
要
拡
大
に
向
け
、

必
要
な
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
森
林
は
、
木
材
生
産
の
み
な
ら
ず
、
水
源

の
か
ん
養
や
地
球
温
暖
化
防
止
等
の
公
益
的
機
能

を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
健
全
で
持
続
性
の
高
い
森

林
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
、
県
民
の
安
全
・
安 



『
第
二
十
三
回
み
や
ぎ
木
造
住
宅 

コ
ン
ク
ー
ル
結
果
』 

県
内
各
地
か
ら
応
募
作
品
が
寄
せ
ら
れ
厳
正
な

審
査
の
結
果
次
の
と
お
り
表
彰
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

な
お
、
入
賞
作
品
は
木
造
住
宅
コ
ン
ク
ー
ル
写

真
集
と
し
て
発
行
し
て
お
り
ま
す
。 

  

施
主
市
町 

・
施
工
者 

・
設
計
者 

最
優
秀
賞 

宮
城
県
知
事
賞 

仙
台
市
・
㈱
サ
ス
テ
ィ
ナ
ラ
イ
フ
森
の
家 

・
ア
ト
リ
エ
森
の
舎 

           

優
秀
賞 

 

宮
城
県
木
材
同
友
会
会
長
賞 

松
島
町
・
タ
カ
ハ
シ
木
材
ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
㈱ 

・
タ
カ
ハ
シ
建
築
工
房
一
級
建
築
士
事
務
所 

優
秀
賞 

宮
城
県
建
築
士
事
務
所
協
会
会
長
賞 

仙
台
市
・
㈱
創
建
築
・
同 

優
良
賞 

宮
城
県
建
設
職
組
合
連
合
会
会
長
賞 

石
巻
市
・
ア
ッ
ト
・
ホ
ー
ム
お
お
も
り 

・
一
級
建
築
士
事
務
所
工
作
舎 

優
良
賞 

 

角
田
市
・
共
栄
ハ
ウ
ジ
ン
グ
㈱
・
㈲
サ
サ
キ
設
計 

特
別
賞 

多
賀
城
市
・
㈱
森
の
め
ぐ
み
工
房
・
同 

表
彰
式
は
、
二
月
二
十
六
日
に
ホ
テ
ル
白
萩
で
開 

催
す
る
予
定
で
す
。 

 

最優秀賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南
三
陸
森
林
管
理
協
議
会
で
は
、
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証

取
得
か
ら
五
年
経
過
後
に
必
要
と
な
る
更
新
審
査

を
令
和
二
年
度
に
受
検
し
、
継
続
認
証
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
同
協
議
会
は
、
複
数
の
森
林
管

理
者
が
国
際
基
準
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
南
三

陸
地
域
の
林
業
に
つ
い
て
協
議
す
る
場
と
し
て
創

設
さ
れ
、
認
証
当
初
は
、
六
団
体
の
会
員
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
九
団
体
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
認
証
面
積
に
つ
い
て
も
一
，
三
一
四
㏊
だ

っ
た
も
の
が
二
，
四
八
一
㏊
に
拡
大
し
て
お
り
、
令

和
七
年
ま
で
に
三
千
㏊
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
お
り
ま
す
。 

Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
材
（
適
切
に
管
理
さ
れ
た
森
林
か

ら
伐
り
出
さ
れ
た
木
材
）
の
使
用
量
が
規
定
さ
れ

た
条
件
を
満
た
す
形
で
造
ら
れ
た
建
物
等
に
与
え

ら
れ
る
「
Ｆ
Ｓ
Ｃ
全
体
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
認
証
」
を
取

得
し
た
公
共
施
設
と
し
て
、
町
内
に
は
「
南
三
陸
町

役
場
新
庁
舎
」（
平
成
二
十
九
年
完
成
・
全
国
初
の

認
証
施
設
）
と
平
成
三
十
一
年
に
完
成
し
、
国
内
に

お
け
る
認
証
施
設
の
二
例 

目
と
な
っ
た
「
南
三
陸 

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」 

（
木
材
使
用
量
九
一
六 

立
方
㍍
の
全
て
に
南
三 

陸
町
産
材
を
使
用
）
が 

あ
り
、
さ
ら
に
新
築
の
戸 

建
て
住
宅
の
「
南
三
陸
杉 

の
家
」（
木
造
二
階
建
て
、
使
用
木
材
約
六
十
二
立

方
㍍
の
う
ち
九
十
八
％
に
認
証
材
を
使
用
）
に
お

い
て
も
全
国
で
初
め
て
と
な
る
認
証
を
取
得
し
て

お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
県
補
助
事
業
の
活
用
に
よ
り
、
山
に
新

し
い
価
値
を
見
い
だ
し
、
そ
の
価
値
を
高
め
る
た

め
の
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
商
品 

と
し
て
、
南
三
陸
杉
の 

端
材
と
自
生
す
る
ク
ロ 

モ
ジ
の
香
り
を
抽
出
し 

た
ル
ー
ム
ス
プ
レ
ー
の 

開
発
や
認
証
材
の
普
及 

Ｐ
Ｒ
用
機
材
一
式
の
導 

入
を
行
う
と
と
も
に
、 

町
内
で
木
工
品
等
の
製 

作
・
販
売
を
行
っ
て
い 

た
南
三
陸
Ｙ
Ｅ
Ｓ
工
房 

が
令
和
二
年
度
に
Ｃ
ｏ 

Ｃ
認
証
を
取
得
し
、
同 

協
議
会
へ
参
入
し
た
こ 

と
に
よ
り
、
木
育
に
対 

し
て
も
積
極
的
に
取
り 

組
ん
で
お
り
ま
す
。 

今
後
は
、
木
材
の
需
要
と
供
給
の
情
報
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ

ー
ン
を
活
用
し
た
新
し
い
木
材
流
通
の
検
討
も
進

め
て
お
り
、
県
と
し
ま
し
て
も
更
な
る
支
援
を
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

－３－ 

生涯学習センター 

開発したルームスプレー 木組み体験（木育） 



   

          
 

 

    

林
野
庁 

モ
ク
レ
ポ
創
刊 

 

林
野
庁
で
は
木
材
需
給
・
価
格
・
産
業
な
ど
の

デ
ー
タ
を
一
元
的
に
届
け
る
た
め
「
林
産
物
に
関

す
る
マ
ン
ス
リ
ー
レ
ポ
ー
ト 

モ
ク
レ
ポ
」
を
昨

年
十
月
に
創
刊
し
ま
し
た
。
毎
月
、
中
旬
に
公
表

さ
れ
ま
す
の
で
「
林
野
庁 

モ
ク
レ
ポ
」
で
検
索
。 

           

栄
え
の
受
賞 

令
和
三
年
文
化
の
日
表
彰
（
十
一
月
一
日
） 

 
  

 
 

産
業
功
労 

 
 
 
 

  
 

 

元
理
事 

渥 

美 

陽 

一 

様 
 
 

 
 

 

誠
に
お
め
で
と
う 

ご
ざ
い
ま
す
。 

叙 
 
 

勲 
旭
日
双
光
章
（
十
月
十
五
日
） 

 
  

 
 

理 

事 
 

村 

井 

八 

郎 

様 

 

長
年
の
ご
功
績
と
、
そ
の
支
え
と
な
ら
れ
た 

ご
家
族
の
皆
様
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

 
 

 
 

村
井
様
は
十
月
十
五
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。 

モ
ク
コ
レ
２
０
２
２
に
出
展 

 

東
京
都
が
主
催
す
る
国
産
木
材
の
展
示
商
談

会
モ
ク
コ
レ
が
二
月
一
日
（
火
）、
二
日
（
水
）
に

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
か
れ
ま
す
。
各
都
道
府

県
と
東
京
都
が
連
携
し
て
日
本
各
地
の
建
材
や

什
器
等
木
材
製
品
を
普
及
Ｐ
Ｒ
す
る
も
の
。
本
県

で
も
当
組
合
が
支
援
し
て
、
宮
城
県
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
普

及
推
進
協
議
会
な
ど
が
出
品
し
ま
す
。
上
京
の
際

は
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

 

り
く
だ
さ
い
。 

          

一
昨
年
の
年
初
に
は
コ
ロ
ナ
思
わ
ず
、
昨
年
年
初
は
ウ
ッ

ド
シ
ョ
ッ
ク
思
わ
ず
。
今
年
は
何
が
あ
る
や
ら
。
社
会
生

活
、
木
材
業
界
の
激
変
が
続
き
ま
す
。
が
、
確
か
な
こ
と
の

一
つ
は
、
日
本
の
山
に
は
木
が
あ
る
こ
と
。
私
た
ち
は
こ
れ

を
賢
く
使
う
こ
と
が
使
命
。
来
年
に
は
木
造
衛
星
も
打
ち

上
げ
る
と
か
。
未
来
の
文
字
は
木
で
で
き
て
い
る
。
（
好
） 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－４－ 

新
組
合
員
の
紹
介 

 

㈱
パ
ス
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
（
仙
台
市
青
葉
区
） 

代
表
取
締
役 
 

武 

者 

富
士
夫 

 
 

 
 

 

十
月
二
十
六
日
加
入 

 
 

 
 

 

素
材
生
産
業
・
木
材
流
通
業
・
オ
ガ
粉
製

造
業
・
チ
ッ
プ
製
造
業 

㈱
里
山
林
農
元
気
村
（
登
米
市
登
米
町
） 

代
表
取
締
役 

 

竹 

内 

信 

男 
 

 
 

十
一
月
十
九
日
加
入 

 
 

 

素
材
生
産
業 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ＳＴＯＰ！ 冬の転倒災害 


